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研究成果の概要（和文）：高知県土佐町、フータンのサムテカン、カリン、タイ・コンケン、イントネシア・ハフア州
において、高齢者ヘルスケア研究事業を展開した。対象は、それぞれの地域に居住する高齢者数百名である。各地域に
おいて、老年医学的総合健診を実施してハイリスク・グループの高齢者に対しては、生活習慣改善のための介入を実施
して奏功していることを確認した。
この過程で、６つの”D"、すなわち、１） Disease(疾病概念）、２）Disability（生活機能障害）、３）Dementia（
認知症）、４）Depression（抑うつ）、５）Diabetes(糖尿病）、６）Death（看取り）が重要であることが判明した。

研究成果の概要（英文）：Healthcare practices for community-dwelling elderly were carried out in Tosa 
Japan, Samtegan and Khalin in Bhutan, Khon Kaen in Thailand, Papua in Indonesia. Study population in each 
area was several hundred elderly subjects. Based on the comprehensive geriatric functional assessment, we 
intervened lifestyle exchange intervention for high risk elderly group and confirmed the effective and 
useful results. Among the practices, we recognized importance of 6 "Ds", namely 1) Disease, 2) 
Disability, 3) Dementia, 4) Depression, 5) Diabetes and 6) Death (Quality of death and dying) in 
community-based field medicine for the elderly.

研究分野： フィールド医学
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１．研究開始当初の背景 
1950 年には日本人の平均寿命は 50 歳であり、
65歳以上の高齢者の割合は5％に過ぎなかっ
たが、現在、高齢者人口は 25％、2030 年に
は人口の 1/3 を占める。そのうちでも急速に
増加するのが、欧米で「人生第 4 期」（The 
Fourth Age）と呼ばれる 75 歳以上の後期高
齢者である。後期高齢者人口は 20 年間で
60％増加し、「人生第 3 期」（The Third Age）
といわれる 65-74歳の前期高齢者人口を数に
おいてはるかにうわまわる。人生第 3 期のヘ
ルスケアに関する課題は、生活習慣病の予防
と管理、社会活動の維持にあるのに対して、
第 4 期高齢者では、生活機能障害、認知症な
どの老年症候群が顕在化するため、ひとたび
要介護となった高齢者に対する適切な介護
システムが必須となる。とくに日本では、生
活機能・認知機能において現在自立している
第 4期高齢者に対する介護予防と健康増進へ
の取り組みは喫緊の課題である。世界一の超
高齢社会である日本は、医療と介護の分野で
技術・制度の革新をめざしているが、豊かな
老後を過ごしたのちに安らかな最期を迎え
ることを究極の目標とする高齢者ヘルスケ
アでは、人と人との間柄に結ばれる人間的な
心的交流が基本である。”Ageing in Place”の
基盤を支える人と人との心の交流は、日本の
医療・介護現場では近年後退しており、むし
ろアジアの伝統社会のなかにその存在を見
いたすことができる。 
 
２．研究の目的 
本研究では、医療インフラは乏しいながら
「国民総幸福」の国是を高齢者介護の基本に
据えたいとしているブータン、仏教ネットワ
ークに基づく地域介護と近代的医療・介護制
度を折衷しようとしているタイ、さらに、家
族・親族・地域の伝統的互恵を今なお維持し
ているインドネシア・パプアの３地域におい
て高齢者ヘルスケア・デザインを確立した成
果をさらに強化・交響させることにある。日
本がこれまで培ってきたヘルスケアに関す
る経験と科学知を伝え、逆に、日本とは文
化・社会背景の異なる地域の在来智を学びた
い。本研究の目的は、地域住民との協働のも
とに、高齢化率 4 割、75 歳以上人口 3 割、
2050 年の日本人口モデルともいえる高知県
土佐町を研究の基点としつつ、ブータン、タ
イ、インドネシア・パプアの海外 3 フィール
ドにおける実態と取り組みを共有しながら、
コミュニティーに即した地域固有の高齢者
ヘルスケア・システムを相互に交響させるこ
とにある。 
 
３．研究の方法 
本研究の対象フィールドは、過去 10 年間の

老年医学的な長期縦断研究の実績を有する
高知県土佐町を基点とする。海外のフィール
ドは、長期フォロー態勢が確立したブータ
ン・カリン地区、タイ・コンケン地域、なら
びにインドネシア・パプア地域である。 
方法は、下記の如くである。 
高齢者総合機能調査 
・65 歳以上の全高齢者に対して、生活機能

障害、抑うつ、生活習慣を評価する。 
・75 歳以上の後期高齢者に対して、老年医

学的検診を通じて、認知機能、生活習慣
病の管理 状況、抑うつを診断し、適切
な管理を指導する。 

・患者個人、住民組織、保健所、保健政策
当局への結果還元、討議と政策提言。 

・糖尿病予防、転倒予防、健康増進教室な
どの導入－現地ネットワークとの協働。 

・生活機能障害ハイリスク・グループに関
する介護予防・健康増進プログラムをた
ちあげる。 

 
４．研究成果 
23-26 年度において、高知県土佐町、ブータ
ンの首都ティンプーと郡部カリン、タイ・コ
ンケン地域、インドネシア・パプア州におい
て、高齢者ヘルスケア事業を展開した。対象
は、それぞれの地域に居住する高齢者数百名
である。いずれも、老年医学的総合健診を実
施して、高血圧、糖尿病、肥満などの生活習
慣病の把握と、抑うつ、認知機能、運動機能、
生活機能障害の評価を実施した。その地域の
生態、文化の相違にしたがって、その地域固
有の方策で、予防対策、健康増進プログラム、
ケアーの質を向上させる取り組みを推進し
た。 
（1）高知県土佐町 

町在住高齢者約 1000 名の健診を実施して、
糖尿病をはじめとする生活習慣病を早期
発見し適切な管理につなげた。また、同時
に介護予防として、運動教室、栄養指導教
室などを開催した。 

（2）ブータン・ティンプーとカリン 
ティンプー在住高齢者 320 名、カリン在住
高齢者 181 名について老年医学的総合機
能評価を実施した。高血圧の管理が不徹底
であること、糖尿病の頻度が予想以上に多
いことが判明したので、その対策に関して
ブータン保健省と協議をおこない、地元医
療感関係者のための老年医学的教育、すな
わち Training of Trainer (TOT)をたちあ
げ指導を開始した。 

（3）タイ・コンケン 
タイ・コンケン地域在住高齢者 407 名を対
象に老年医学的総合機能調査を実施して、
やはり糖尿病の頻度が高い事実をとらえ、
コンケン大学公衆衛生学部ならびにコン



 

 

ケン保健所と協議し、住民参加型の生活習
慣の改善運動、また住民主導による運動教
育の開催を実施するにいたっている。 

（4）ニューギニア・パプア 
ニューギニア・パプアの中央高地ソロバ地
区において約 120 名、南部沿岸地域バデ地
区において 130 名の住民を対象に健康診
断を実施した。伝統的なライフスタイルと
維持している中央高地ソロバでは、生活習
慣病の頻度が少ないのに対して、沿岸部バ
デでは、生活習慣病が増加しつつあること
が判明した。現地診療所と協働で、フォロ
ー態勢を確立した。 
 

下記、公表論文に示すように、対象地域にお
ける高齢者の 6 つの”D”、すなわち(1) 
Disease（疾病概念）、(2) Disability（日常
生活機能障害）、(3) Dementia（認知症）、(4) 
Diabetes（糖尿病）、(5) Depression（抑う
つ）、(6) Death（最期の看取り）が重要であ
ることが判明した。 
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